






























る 2, 3)。しかし、未だそれらの詳細については明らかになっていない。 
	 本研究では，磁気異方性や磁気緩和過程に関する
知見を得るために、系統的な四配位コバルト(II)錯体，
[CoII(HL)2]型錯体(HL– = Hthp–, Himn–, Himl–，図 2)お








図 1	 スピン反転障壁Ueff (D < 0) 
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図 4	 [CoIIX2(H2thp)2]型錯体のCole–Cole プロット(X– = (a) Br–, (b) I–) 
 
図 3	 [CoIIBr2(H2thp)2]型錯体の結晶構造 
	   (点線：分子間水素結合) 
